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P C G I A P  P C G I A P  理事会会合、理事会会合、2 0 0 22 0 0 2 年年 1 01 0 月マニラで開催月マニラで開催
下山　泰志下山　泰志
PCG I A PPCG I A P 事務局事務局

アジア太平洋地域アジア太平洋地域GISGIS 基盤に関する常置委員会基盤に関する常置委員会

（（PCGIAPPCGIAP））理事会会合が理事会会合が20022002年年1010月月2929日、日、フィリフィリ

ピン、ピン、メトロメトロ・・マニラにおいて開催されました。マニラにおいて開催されました。本本

会合には、会合には、理事国理事国88カ国からカ国から2222名が参加しました。名が参加しました。

ロシア連邦とクック諸島は欠席でした。ロシア連邦とクック諸島は欠席でした。審議の主審議の主

な議題はワーキンググループの報告、な議題はワーキンググループの報告、関係機関の関係機関の

報告及び報告及び20032003年の第年の第1616回国連アジア太平洋地域地回国連アジア太平洋地域地

図会議図会議(UNRCC-AP)/(UNRCC-AP)/第第99回回PCGIAPPCGIAPの準備でした。の準備でした。

PCGIAPPCGIAPには、には、地域測地地域測地(WG1)(WG1)、、基盤データ基盤データ(WG2)(WG2)、、

地籍地籍(WG3)(WG3)及び体制の強化及び体制の強化(WG4) (WG4) のの44つのワーキンつのワーキン

ググループがあります。ググループがあります。WG1WG1は、は、最近の主な活動と最近の主な活動と

して、して、20022002年年77月にニュージーランド、月にニュージーランド、ウェリンウェリン

トンで行われた西太平地球物理キャンペーンにおトンで行われた西太平地球物理キャンペーンにお

ける統合解の発表及びける統合解の発表及び20022002年年1010月の地域測地観測月の地域測地観測

キャンペーンについて報告を行いました。キャンペーンについて報告を行いました。WG2WG2は、は、

地域空間データ基盤に向けた建設的な取り組みの地域空間データ基盤に向けた建設的な取り組みの

促進について、促進について、国連や国連やISCGMISCGM等の機関と協力すべき等の機関と協力すべき

であると報告しました。であると報告しました。WG3WG3は地籍の枠組みを確立は地籍の枠組みを確立

すること、すること、そのために次回のそのために次回のUNRCC-APUNRCC-AP の直前にの直前に

ワークショップを開催するよう提案しました。ワークショップを開催するよう提案しました。WG4WG4

の審議では、の審議では、加盟国での数回の研修について、加盟国での数回の研修について、予備予備

調査を行うことが重要であるとされました。調査を行うことが重要であるとされました。

提携機関の報告には提携機関の報告にはISO/TC211ISO/TC211、、ISCGMISCGM、、GSDIGSDI及及

びびPC-IDEAPC-IDEA があります。があります。ISCGMISCGMの報告では、の報告では、ピーピー

ターター・・ホランドホランドISCGMISCGM副委員長が地球地図プロジェ副委員長が地球地図プロジェ

クトの最近の進捗について述べました。クトの最近の進捗について述べました。報告の要報告の要

点は、点は、地球地図は現在地球地図は現在126126カ国の参加を得、カ国の参加を得、着実着実

に発展していること、に発展していること、新委員長の選挙、新委員長の選挙、これまでこれまで

と今後の会合、と今後の会合、WSSDWSSDにおける業績及び人材育成活における業績及び人材育成活

動でした。動でした。日本の努力、日本の努力、ことにことにWSSDWSSDにおける努力における努力

について謝意が表されました。について謝意が表されました。

第第1616回回UNRCC-APUNRCC-APの検討が本会合の重要な議題の検討が本会合の重要な議題

でした。でした。星埜由尚星埜由尚PCGIAPPCGIAP事務局長が会議会場及び事務局長が会議会場及び

ロジスティックスの予備手配等について紹介しまロジスティックスの予備手配等について紹介しま

した。した。星埜事務局長は独特の文化と史跡を持つ沖星埜事務局長は独特の文化と史跡を持つ沖

縄は参加を予定する人に興味深く、縄は参加を予定する人に興味深く、素晴らしい環素晴らしい環

境を提供すると述べました。境を提供すると述べました。会議のプログラムの会議のプログラムの

大枠は以下の通りです。大枠は以下の通りです。次案を準備中です。次案を準備中です。

77 月月 1 41 4 日日 (( 月月 ))
午前午前：：参加登録、参加登録、理事会会合理事会会合

午後午後：：開会開会//歓迎の挨拶、歓迎の挨拶、委員長の選挙委員長の選挙

77 月月 151 5 日日（火）（火）～～ 77 月月 171 7 日日((木木))

基調講演、基調講演、UNRCC-APUNRCC-APの報告、の報告、PCGIAPPCGIAPの報告、の報告、技術技術

委員会委員会11、、22、、33、、決議案の作成等決議案の作成等

77 月月 1 81 8 日日 (( 金金 ))
午前午前：：最終本会議最終本会議

午後午後：：理事会会合理事会会合

　また、　また、77月月1212日～日～1313日に日にWG3(WG3(地籍地籍))ワークショッワークショッ

プを開催し、プを開催し、地球地図フォーラムを地球地図フォーラムをWG3WG3と同時にと同時に

設定することが提案されました。設定することが提案されました。

　各技術委員会は　各技術委員会はPCGIAPPCGIAP以外から座長を募集し、以外から座長を募集し、

またしかるべき講演者を招くこともできます。またしかるべき講演者を招くこともできます。適適

当な委員会で当な委員会でISCGMISCGMの紹介を行うことも検討されの紹介を行うことも検討され

ています。ています。

　理事会会合で合意した項目を含めて、　理事会会合で合意した項目を含めて、本会合の本会合の

成果は必要に応じて国連統計部に通知、成果は必要に応じて国連統計部に通知、勧告され勧告され

ます。ます。
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地球地図フォーラム地球地図フォーラム20 0 3  i n  2 0 0 3  i n  沖縄　お知らせ沖縄　お知らせ  ⅡⅡ

　「地球地図フォーラム　「地球地図フォーラム2003  i n  2 003  i n  沖縄沖縄 （略称（略称

GMF03GMF03）」）」が、が、20032003 年年77 月月 1212 日～日～1414 日、日、沖沖

縄県で行われることは前号のニューズレターでお縄県で行われることは前号のニューズレターでお

知らせしたとおりですが、知らせしたとおりですが、今号ではフォーラムの今号ではフォーラムの

概要をお知らせします。概要をお知らせします。なお、なお、参加登録用紙を参加登録用紙を

添付させていただきましたので、添付させていただきましたので、参加を希望され参加を希望され

る方は、る方は、55月月3131日までに、日までに、ISCGMISCGM事務局へ事務局へ e- e-

mail mail またはファックスでご連絡をお願いします。またはファックスでご連絡をお願いします。

（（ISCGM ISCGM ホームページにも様式を掲載しておりまホームページにも様式を掲載しておりま

すのでご利用下さい。）すのでご利用下さい。）なお、なお、参加登録をされな参加登録をされな

くてもフォーラムへの参加は可能ですが、くてもフォーラムへの参加は可能ですが、配布資配布資

料の不足も予想されますので、料の不足も予想されますので、お早目の登録をお早目の登録を

おすすめします。おすすめします。

１．１． フォーラム日程フォーラム日程 （案）（案）

77月月 1111 日日((金金) 16:00) 16:00 ～～18:00  18:00  受付受付

77月月1212 日日((土土))　　 9:00 9:00 ～　　　～　　　        受付受付

　　　　　　      　　　　　　　　　　 10:00 10:00 ～～12:00  12:00  開会、開会、基調講演基調講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  12:00  12:00 ～～13:3013:30　昼食　昼食

                   13:30                   13:30～～16:00  16:00  セッションセッション （Ⅰ）（Ⅰ）

　　　　　　　　　　　　　　　　    18:00    18:00～～20:0020:00　レセプション　レセプション

77月月1313 日日((日日) 10:00) 10:00 ～～12:00  12:00  セッションセッション （Ⅱ）（Ⅱ）

　　　　　　　　　　　　　　　　    12:00    12:00 ～～13:3013:30　昼食　昼食

                   13:30                   13:30～～16:0016:00　セッション　セッション （Ⅲ）（Ⅲ）

77月月1414日日((月月))  10:0010:00 ～～12:00  12:00  セッションセッション （Ⅳ）、（Ⅳ）、

                                                                              閉会閉会

77月月1515 日日((火火))  10:0010:00～～16:0016:00　テクニカルツアー　テクニカルツアー

（（77月月1212 日～日～1414 日はポスターセッションも併せて日はポスターセッションも併せて

行う予定です。）行う予定です。）

見学先紹介見学先紹介

①通信総合研究所沖縄亜熱帯計測技術センター①通信総合研究所沖縄亜熱帯計測技術センター

　地球温暖化をはじめ地球規模の気候変動に大　地球温暖化をはじめ地球規模の気候変動に大

きく寄与する大気きく寄与する大気・・海洋の相互作用のメカニズム海洋の相互作用のメカニズム

を解明するために、を解明するために、３種類の電波センサーを研３種類の電波センサーを研

究開発するとともに、究開発するとともに、亜熱帯海洋性気候帯を中亜熱帯海洋性気候帯を中

心とした大気心とした大気・・海洋観測を行っています。海洋観測を行っています。

②海洋博記念公園②海洋博記念公園

　　19751975年に開催された沖縄国際海洋博覧会を記年に開催された沖縄国際海洋博覧会を記

念して、念して、19761976年年88月に博覧会跡地に設置された月に博覧会跡地に設置された

国営公園です。国営公園です。公園内には、公園内には、17001700 種を超える種を超える

ランの花やエキゾチックな植物が見られるランの花やエキゾチックな植物が見られる「熱帯「熱帯

ドリームセンター」ドリームセンター」や環太平洋で生活する海洋民や環太平洋で生活する海洋民

族の歴史と文化を紹介している族の歴史と文化を紹介している「海洋文化館」「海洋文化館」なな

どがあり、どがあり、雄大なエメラルドの海に真っ白な砂浜雄大なエメラルドの海に真っ白な砂浜

が映えるが映える66万万mm22のコーラルビーチのコーラルビーチ「エメラルドビー「エメラルドビー

チ」チ」に隣接しています。に隣接しています。

③沖縄美ら海水族館③沖縄美ら海水族館

　　20022002 年年1111 月月 11 日にオープンしたばかりの新し日にオープンしたばかりの新し

い水族館です。い水族館です。「沖縄の海との出会い」「沖縄の海との出会い」をテーをテー

マとした、マとした、隆起サンゴ礁の中に豊かな沖縄の海隆起サンゴ礁の中に豊かな沖縄の海

を再現するを再現する7,5007,500 トンの大水槽などを有する世界トンの大水槽などを有する世界

最大級の水族館であり、最大級の水族館であり、大水槽ではジンベイザ大水槽ではジンベイザ

メやマンタなどが悠然と泳ぐ姿を見ることができるメやマンタなどが悠然と泳ぐ姿を見ることができる

ほか、ほか、「サンゴ礁の旅」「サンゴ礁の旅」の水槽では世界でも例の水槽では世界でも例

がないといわれる大規模なサンゴの生態飼育をがないといわれる大規模なサンゴの生態飼育を

目前で観察できます。目前で観察できます。

２．２． コンベンションセンター周辺紹介コンベンションセンター周辺紹介

　　　　(( 別紙参照別紙参照))

◎コンベンションセンター◎コンベンションセンター

　国際会議　国際会議・・シンポジウムシンポジウム・・フェアー等、フェアー等、多種多多種多

様なイベントが開催されており、様なイベントが開催されており、大展示場、大展示場、会議会議

室、室、劇場は多目的でフレキシブルな機能を備え劇場は多目的でフレキシブルな機能を備え

た施設としてあらゆるニーズに応えます。た施設としてあらゆるニーズに応えます。

◎トロピカルビーチ◎トロピカルビーチ

　コンベンションエリアに隣接し、　コンベンションエリアに隣接し、ホテルに滞在すホテルに滞在す

る観光客、る観光客、外国人や地元の人々で賑わう都市近外国人や地元の人々で賑わう都市近

郊型の人工ビーチです。郊型の人工ビーチです。ウッドテラス、ウッドテラス、売店など売店など

も完備されています。も完備されています。

3 .3 .　　OK INAWAOK INAWA 紹介紹介

　沖縄県は、　沖縄県は、日本の最南端、日本の最南端、最西端に位置し、最西端に位置し、

東西１０００ｋｍ、東西１０００ｋｍ、南北４００ｋｍに及ぶ広大な海域南北４００ｋｍに及ぶ広大な海域

に点在する大小１６０の島々で構成されている島に点在する大小１６０の島々で構成されている島

嶼嶼 （しょ）（しょ）県です。県です。そのうち、そのうち、有人島は４９です。有人島は４９です。

　　位置としては、　　位置としては、九州と台湾のほぼ中間にあり、九州と台湾のほぼ中間にあり、

那覇、那覇、東京間を半径とする、東京間を半径とする、１５００ｋｍの円内に１５００ｋｍの円内に

は、は、台北や上海、台北や上海、香港、香港、ソウル、ソウル、マニラなど、マニラなど、
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アジアの主要都市があり、アジアの主要都市があり、中国、中国、東南アジア、東南アジア、

オセアニアなどに最も近い距離に位置する日本オセアニアなどに最も近い距離に位置する日本

の南玄関といえます。の南玄関といえます。

　　この地理的特性を生かし、　　この地理的特性を生かし、１４世紀から１６世１４世紀から１６世

紀にかけての大交易時代においては、紀にかけての大交易時代においては、中国や中国や

東南アジア諸国と親密な交流を行っていた歴史東南アジア諸国と親密な交流を行っていた歴史

があり、があり、その歴史のなかで香り高い文化を生みその歴史のなかで香り高い文化を生み

だし、だし、  染織物、染織物、漆器、漆器、陶器、陶器、芸能、芸能、など、など、沖沖

縄独特の文化圏を築いてきました。縄独特の文化圏を築いてきました。

　　沖縄県は、　　沖縄県は、北緯２４度から２８度にあって、北緯２４度から２８度にあって、日日

本のなかで唯一の亜熱帯海洋性気候に属して本のなかで唯一の亜熱帯海洋性気候に属して

います。います。年間の平均気温が約２３度と暖かく、年間の平均気温が約２３度と暖かく、四四

季折々の花々や樹木、季折々の花々や樹木、イリオモテヤマネコ、イリオモテヤマネコ、ノグノグ

チゲラ等の貴重な野生動物、チゲラ等の貴重な野生動物、エメラルドエメラルド・・グリーグリー

ンに輝く青い海などに恵まれています。ンに輝く青い海などに恵まれています。

　　沖縄独特の文化や恵まれた自然環境は、　　沖縄独特の文化や恵まれた自然環境は、多多

くの観光客を魅了し、くの観光客を魅了し、近年は国際観光リゾート地近年は国際観光リゾート地

として注目をあび、として注目をあび、日本本土や、日本本土や、台湾、台湾、韓国な韓国な

どから多くの観光客が訪れています。どから多くの観光客が訪れています。

　　沖縄県では、　　沖縄県では、今日、今日、この地理的、この地理的、歴史的特歴史的特

性を生かして、性を生かして、近隣アジア、近隣アジア、太平洋諸国等と経太平洋諸国等と経

済、済、文化、文化、学術等の国際交流を積極的に進め、学術等の国際交流を積極的に進め、

日本の南における国際交流の拠点として県づくり日本の南における国際交流の拠点として県づくり

を進めています。を進めています。（沖縄県ホームページより）（沖縄県ホームページより）

　　なお、　　なお、７月の沖縄は紫外線が強いので、７月の沖縄は紫外線が強いので、紫紫

外線対策は各自でよろしくお願いします。外線対策は各自でよろしくお願いします。

沖縄へのアクセス沖縄へのアクセス

 沖縄までの交通の便 

 沖縄へは国外からは香港、ソウル、台北経由

の便があります。外国から参加される方は台北

からの一日 2 便のフライト、または関西空港経

由の便が便利です。東京での乗り換えは国際

空港から国内空港まで約 90kmのバス移動が

あり、乗り換えのみに数時間が必要となりま

す。 
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ワーキンググループ２の再開ワーキンググループ２の再開

 ISCGM ISCGM では、では、仕様に関する仕様に関する WG2WG2 の再開を決定の再開を決定

しました。しました。地球地図の現在の仕様のうち再検地球地図の現在の仕様のうち再検

討を要し、討を要し、WG2WG2で検討を予定しているものとしで検討を予定しているものとし

ては以下のものがあります。ては以下のものがあります。ISO/TC211ISO/TC211によるによる

地理情報の標準化の進展を反映し、地理情報の標準化の進展を反映し、データのデータの

相互運用可能性を高めること、相互運用可能性を高めること、小面積の国の小面積の国の

ニーズに合致することとより広い課題に対応ニーズに合致することとより広い課題に対応

できるようにするため、できるようにするため、作成可能な条件のある作成可能な条件のある

国では縮尺２５万分の１に対応する地球地図を国では縮尺２５万分の１に対応する地球地図を

作成できるようにその仕様を検討することなど作成できるようにその仕様を検討することなど

です。です。ISCGM9ISCGM9の場で、の場で、中国、中国、EuroGeographicsEuroGeographics、、

日本、日本、ISO/TC211ISO/TC211、、ESRIESRI 等からこの等からこの WG2WG2 への参への参

加の意思が表明されました。加の意思が表明されました。

  ２００２年２００２年99月に開催された第９回月に開催された第９回ISCGMISCGMのの

中で、中で、地球地図第２期計画のラスターデータ地球地図第２期計画のラスターデータ

の整備に関し、の整備に関し、新たなワーキンググループと新たなワーキンググループと

してしてWG4WG4を設置することとなりました。を設置することとなりました。WG4WG4のの

座長としては、座長としては、全球の土地被覆データの整備全球の土地被覆データの整備

などの分野に関して見識が深く、などの分野に関して見識が深く、地球地図に地球地図に

関しても貢献の高い千葉大学リモートセンシ関しても貢献の高い千葉大学リモートセンシ

ング研究センターの建石隆太郎博士におねがング研究センターの建石隆太郎博士におねが

いすることとなりました。いすることとなりました。今後、今後、JRCJRC、、FAO､FAO､

NASANASAなどとの連携の可能性を探るために建石先などとの連携の可能性を探るために建石先

生がそれぞれの機関に派遣されます。生がそれぞれの機関に派遣されます。そして、そして、

広く広く WG4WG4 のメンバーへの参加を呼びかけてのメンバーへの参加を呼びかけて WG4WG4

を組織します。を組織します。

  ２００３年６月３日～６日にバンコクの２００３年６月３日～６日にバンコクのESCAPESCAP

ででISPRSISPRSのグローバルデータセットののグローバルデータセットのWGWGがあるがある

ので、ので、その機会に第一回会合を開くことを予定その機会に第一回会合を開くことを予定

しています。しています。また、また、７月の第１０回７月の第１０回ISCGMISCGMににWG4WG4

のメンバーとワークプランを提出する予定です。のメンバーとワークプランを提出する予定です。

ワーキンググループ４の立ち上げワーキンググループ４の立ち上げ

2 0 0 22 0 0 2 年地球環境地図作成技術コース年地球環境地図作成技術コース
グーラムグーラム・・サルヴァールサルヴァール

2 0 0 22 0 0 2 年地球環境地図作成技術コース研修員年地球環境地図作成技術コース研修員

  過去１０年の産業革命の結果、過去１０年の産業革命の結果、地球環境の悪地球環境の悪

化が深刻な社会問題となり、化が深刻な社会問題となり、人間ばかりでな人間ばかりでな

く自然現象、く自然現象、特に開発途上国の自然現象に悪特に開発途上国の自然現象に悪

影響を及ぼしたと考えられています。影響を及ぼしたと考えられています。工業施工業施

設が引き起こす大気汚染、設が引き起こす大気汚染、水質汚染、水質汚染、そして産そして産

業廃棄物の問題は劇的に出現しました。業廃棄物の問題は劇的に出現しました。自動自動

車の急激な普及、車の急激な普及、ゴミや衛生施設が地域規模でゴミや衛生施設が地域規模で

自然や生活に脅威を与えてきた環境問題のみな自然や生活に脅威を与えてきた環境問題のみな

らず、らず、これらの問題から生ずる地球環境の悪化これらの問題から生ずる地球環境の悪化

も懸念される問題となっています。も懸念される問題となっています。

    空間データが持続可能な開発の様々な分野だ空間データが持続可能な開発の様々な分野だ

けでなく環境保護のためにも不可欠であることけでなく環境保護のためにも不可欠であること

は広く意見の一致するところです。は広く意見の一致するところです。そのため、そのため、

空間データの基盤実施の取り組みには著しい進空間データの基盤実施の取り組みには著しい進

展があり、展があり、近年、近年、各国は環境情報の収集、各国は環境情報の収集、格納、格納、

処理、処理、解析と普及に空前の努力を払っています。解析と普及に空前の努力を払っています。

地球地図プロジェクトは、地球地図プロジェクトは、数値地理情報を整備数値地理情報を整備

し空間データ基盤に力を注ぎ、し空間データ基盤に力を注ぎ、負わされた環境負わされた環境

の管理策を創造するだけでなく、の管理策を創造するだけでなく、経済の発展、経済の発展、

社会の安定及び土地管理システムの改善に応え社会の安定及び土地管理システムの改善に応え

る方策として環境問題に取り組む戦略策定に関る方策として環境問題に取り組む戦略策定に関

するグローバルな思考の成果です。するグローバルな思考の成果です。

地球地図構想は１９９２年に提案され、地球地図構想は１９９２年に提案され、続い続い

て１９９６年につくば市の国土地理院に事務局て１９９６年につくば市の国土地理院に事務局

コース参加者、コース参加者、中央が筆者中央が筆者
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を置く地球地図国際運営委員会を置く地球地図国際運営委員会(ISCGM)(ISCGM)が設立が設立

されました。されました。１９９８年に１９９８年にISCGMISCGMは世界中の国は世界中の国

家地図作成機関に対し、家地図作成機関に対し、地球地図に積極的に参地球地図に積極的に参

加し、加し、それぞれの地域について地球地図を整備それぞれの地域について地球地図を整備

するよう呼びかけました。するよう呼びかけました。これは、これは、他の多くの他の多くの

地域的な要因に加えて、地域的な要因に加えて、地球温暖化、地球温暖化、酸性雨、酸性雨、

また環境汚染の原因となっている大気圏のガスまた環境汚染の原因となっている大気圏のガス

の発生が自然保護にとって大きな脅威となっての発生が自然保護にとって大きな脅威となって

いる環境の現状に対して間違いなく大きな突破いる環境の現状に対して間違いなく大きな突破

口となりました。口となりました。このようにこのように JICAJICA と国土地理と国土地理

院の共同で１９９４年に集団研修コースが開始院の共同で１９９４年に集団研修コースが開始

し、し、目的に添って最も効果的に成功裡に運営さ目的に添って最も効果的に成功裡に運営さ

れ、れ、各国の国家地図作成機関の職員が参加し、各国の国家地図作成機関の職員が参加し、

国土地理院において地球地図を実際に作成する国土地理院において地球地図を実際に作成する

手段を学習しています。手段を学習しています。２００２年には５名の２００２年には５名の

研修員が中国、研修員が中国、イラン、イラン、パキスタン、パキスタン、サウジアサウジア

ラビア、ラビア、ベトナムから１０月１日～１２月１５ベトナムから１０月１日～１２月１５

日まで、日まで、２ヶ月半にわたる集団研修プログラム２ヶ月半にわたる集団研修プログラム

に参加しました。に参加しました。

本コースは、本コースは、環境汚染を最小限に抑えるばか環境汚染を最小限に抑えるばか

りでなく、りでなく、自然災害をも減少自然災害をも減少・・防止させるため防止させるため

に現在日本で用いられている最新の技術に関すに現在日本で用いられている最新の技術に関す

る講義や発表から成り立っていたことは言及する講義や発表から成り立っていたことは言及す

る価値があります。る価値があります。コースの期間中には、コースの期間中には、講義講義

や実習の他、や実習の他、関係の多くの場所を訪れる研修関係の多くの場所を訪れる研修・・

見学旅行も計画され、見学旅行も計画され、非常に有意義で豊富な知非常に有意義で豊富な知

識を得ることができました。識を得ることができました。集団研修の最後の集団研修の最後の

月はほとんど実習にあてられました。月はほとんど実習にあてられました。

日本の専門家や科学者が世界の現状をより美日本の専門家や科学者が世界の現状をより美

しく、しく、より繁栄させ、より繁栄させ、大気汚染を無くすために大気汚染を無くすために

研究の分野で飽くなき努力をし、研究の分野で飽くなき努力をし、それを目の当それを目の当

たりにしたことは私たち全員にとって本当に素たりにしたことは私たち全員にとって本当に素

晴らしい経験でした。晴らしい経験でした。彼らの誠実さと仕事への彼らの誠実さと仕事への

こだわりは、こだわりは、人類の発展のために何か意義のあ人類の発展のために何か意義のあ

ることを行おうとするすべての人々にとって手ることを行おうとするすべての人々にとって手

本であると確信します。本であると確信します。資源のモニタリングや資源のモニタリングや

大気の劣化とその生物の多様性や生き物に対す大気の劣化とその生物の多様性や生き物に対す

る悪影響の問題に取り組むという観点から、る悪影響の問題に取り組むという観点から、特特

ににGISGISやリモートセンシングの分野での最近のやリモートセンシングの分野での最近の

研究活動について発表やデモをして下さったす研究活動について発表やデモをして下さったす

べての機関や訪問先の方々に対して心から感謝べての機関や訪問先の方々に対して心から感謝

します。します。この分野における日本の努力はかなりこの分野における日本の努力はかなり

のものであり、のものであり、日本がすべての分野において同日本がすべての分野において同

じ熱意と意気込みを持ち、じ熱意と意気込みを持ち、人類と自然のために人類と自然のために

ますます卓越した取り組みを行うよう希望しまますます卓越した取り組みを行うよう希望しま

す。す。

　最後にコースに参加した研修員全員は、　最後にコースに参加した研修員全員は、私た私た

ちの関連分野ばかりでなく、ちの関連分野ばかりでなく、日本の歴史、日本の歴史、生活生活

様式、様式、社会の成り立ちや文化遺産について、社会の成り立ちや文化遺産について、私私

たちが持つていた知識を補足し、たちが持つていた知識を補足し、さらに学習すさらに学習す

る機会を提供して下さった日本国政府、る機会を提供して下さった日本国政府、JICAJICA、、

国土地理院、国土地理院、筑波国際センターとともに日本の筑波国際センターとともに日本の

皆様に心から感謝します。皆様に心から感謝します。さらに、さらに、異なる文化異なる文化

から来た研修員同士が交流し、から来た研修員同士が交流し、団結と調和を強団結と調和を強

める場を与えられたことは我々全員にとって忘める場を与えられたことは我々全員にとって忘

れられない体験でした。れられない体験でした。

グーラムグーラム・・サルヴァールサルヴァール

パキスタン測量局測量研修所パキスタン測量局測量研修所

副所長副所長 // 主任教官主任教官

20022002年地球環境地図作成技術コース研修員と関係者年地球環境地図作成技術コース研修員と関係者
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����11 月月 3 03 0 日～日～ 3 13 1 日、日、 ベルギー、ベルギー、ブリュッセルブリュッセル

開発途上国のための持続可能な農業にむけて開発途上国のための持続可能な農業にむけて::
生命科学及びバイオテクノロジーからの選択生命科学及びバイオテクノロジーからの選択
����44 月月 77 日～日～ 1 11 1 日、日、 ドイツ、ドイツ、フライブルクフライブルク
第２回国際南極第２回国際南極GISGISワークショップ　　　ワークショップ　　　          　　　　　　
SCAR GISCAR GI技術専門家会合２００３技術専門家会合２００３

����55 月月 1 21 2 日～日～ 1 51 5 日、日、
                                      エティオピア、エティオピア、アディスアベバアディスアベバ
第３回国連開発情報に関する委員会第３回国連開発情報に関する委員会(CODI)(CODI)会合会合

����55 月月 2 22 2 日～日～ 2 32 3 日、日、 スイススイス
第第1616回回 ISO/TC211ISO/TC211本会議本会議

����66 月月 33 日～日～ 66 日、日、 タイ、タイ、バンコクバンコク
ISPRS WG VI/8ISPRS WG VI/8ワークショップワークショップ““  全地球環境デー全地球環境デー
タベースタベース::現在現在・・将来のニーズへの適応”将来のニーズへの適応”

����77 月１１日、月１１日、日本、日本、 沖縄沖縄
第１０回第１０回ISCCGMISCCGM会合会合

����77 月月 1 21 2 日～日～ 1 41 4 日、日、 日本、日本、沖縄沖縄
地球地図フォーラム地球地図フォーラム 2003 in  2003 in 沖縄沖縄

����77 月月 1 41 4 日～日～ 1 81 8 日、日、 日本、日本、沖縄沖縄
第第1616回国連アジア太平洋地域地図会議回国連アジア太平洋地域地図会議

����77 月月 2 02 0 日～日～ 2 52 5 日、日、 英国、英国、ケンブリッジケンブリッジ
ケンブリッジ会議ケンブリッジ会議

����88 月月 1 01 0 日～日～ 1 61 6 日、日、 南アフリカ、南アフリカ、ダーバンダーバン
第第2121回国際地図学会議回国際地図学会議

����1 01 0 月または月または1 11 1 月、月、ドイツドイツ
第第1717回回 ISO/TC211ISO/TC211本会議本会議

����1 11 1 月月 44 日～日～ 88 日、日、 セネガル、セネガル、ダカールダカール
アフリカアフリカGISGIS’’03 03 会議会議//展示会展示会
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２００２年６月２７日２００２年６月２７日

２００２年７月１１日２００２年７月１１日

２００２年７月２００２年７月2929日日

２００２年７月２００２年７月2929日日

２００２年７月２００２年７月2929日日

２００２年７月２００２年７月2929日日

２００２年１１月２００２年１１月22１日１日

２００２年７月２００２年７月2929日日

２００２年８月２００２年８月22０日０日

２００２年９月２００２年９月22０日０日

ベリーズベリーズ

モザンビークモザンビーク

ドミニカドミニカ

グレナダグレナダ

セントルシアセントルシア

セントビンセントおよびセントビンセントおよび

グレナディーン諸島グレナディーン諸島

トリニダードトリニダード・・トバゴトバゴ

コスタリカコスタリカ

インドインド

サモアサモア

天然資源環境商務産業省土地情報センター天然資源環境商務産業省土地情報センター

国家地理地籍局国家地理地籍局- DINAGECA- DINAGECA

農業省土地測量局農業省土地測量局

土地測量局土地測量局

測量地図局測量地図局

土地測量局土地測量局

農業土地海洋資源省土地測量局農業土地海洋資源省土地測量局

コスタリカ国立地理院コスタリカ国立地理院

インド測量局インド測量局

土地測量環境局土地測量環境局


